
 

 

第５号様式（第６条関係）  

 

   城山 中学校 学校運営協議会会議録 

 

会 議 の 名 称 第３回 城山中学校 学校運営協議会 

開 催 日 令和５年１１月２９日（水） 

開 催 時 間 １７時００分 ～ １８時００分 

開 催 場 所  城山中学校 校長室 

出 席 者 
校長 教頭 学校運営協議会委員３名 

総括教諭５名 

傍 聴 の 可 否 可 傍 聴 者 数 ０ 

会 議 の 内 容 

【議題】 

   １．学校の現状に関する報告（各グループより）  

   ２．協議 キャリア教育について  

３．その他（質疑・意見交換等）  

【主な意見・決定事項など】  

  

1.学校の現状に関する報告（各グループより）  

 Ａグループ 

   今年度は、総合的な学習の時間での取組として１年生は「地域を知 

る」、２年生は「職業を知る」という探求的学習を行い、タブレットを活  

用しプレゼンテーションソフトでの発表を２月に行う予定である。３年 

生は「進路を考える」をテーマに高等学校を調べ、新聞作成を行った。 

今年度の学校評価アンケートについては、生徒と教員は回答を終え、 

  三者面談期間中に保護者にご回答いただくことになっている。  

 Ｂグループ 

体育祭や合唱祭では多くの保護者に来場していただいた。また、１０ 

月２８日（土）には地域のご協力をいただきながら、ＰＴＡ主催で城 

山祭を開催することができた。 

Ｃグループ 

   外部の団体などを講師として講演会等を企画・実施した。 

情報教育については１・２年生で各学年を対象に講習会を行った。ま 

た、防災教育については３学期に綾瀬市消防本部の方々にご協力をい 

ただき、防災体験教育を実施することになっている。 

来年度に綾瀬市の研究発表がある道徳教育については、教員の指導力 

  向上を目指して研修会を実施した。 



 

 

 Ｄグループ 

   コロナウィルス感染症の制限もなくなり、生徒間でのトラブルなどの

対応が増えているが、教員間で情報共有を密に行い、速やかに対応でき

ている。長期欠席の生徒に対しては、学校とのつながりを絶やさずに、

担任はもちろん学年全体で丁寧な対応を心がけている。 

 

 Ｅグループ 

   体育祭については、練習から本番まで熱中症対策など、生徒の安全面  

  を第一に考え運営した。また、合唱祭については本番の直前でインフル  

  エンザ等の感染症が猛威をふるい、練習についてもままならない状況で  

  はあったが、限られた時間の中でも生徒がしっかりと練習に取り組み本  

  番を迎えることができた。  

 

協議「キャリア教育について」 

講師を招いて講演会を実施することも大切だが、まずは教員自身が生  

  徒に経験を伝えていくことが大事である。そのためには、教員の自己研  

  鑽が必要であり、教員自身がキャリアを考える研修を受けたり、異業種  

  の人と交流をもったりすることがよいのではないか。  

   地域学校共同活動をする際に、地域コーディネーターと教員の仕事分  

  担をどのようにしていくかが難しい部分もあるため、今後、地域と学校  

  でざっくばらんに話せる場を作っていけるとよい。  

【配付資料】 

学校運営協議会レジュメ 

次回開催予定  令和６年２月中旬 実施予定 

 


